はじめは 浮きた る やうな りし も 次第に 底 ふかく、 此池 

はか こゝち なリ その 

の 深さい くばく とも 測られぬ 心地に 成て、 月 は 其 そこ 

の 底の いと 深く に 住む らん 物の やうに 思 はれぬ、 久し 

あ ふ いづ まこと 

う ありて 仰ぎ見る に 空なる 月と 水の かげと 孰れ を 誠 

のかた ちと も 思 はれず、 物ぐ る ほし けれど 箱庭に 作り 

いし ひと おも とりおと 

たる 石 一 つ 水の面に そと 取 落せば、 さ > 波 すこし 分れ 

て是 れにぞ 月の かげ 漂 ひぬ、 斯く はかなき 事して 見 

せつれば 甥なる 子の 小さき が 真似て、 姉 さまの する 事 

我れ もす とて 硯の 石い つの ほどに 持て^で つらん、 

わ くだ 

我れ もお 月 さま 〔# 「お 月 さま」 は 底本で は 「おさま 匕 砕 

くの なりと て はたと 捨てつ、 それ は 亡き 兄の 物な りし 



を 身に 伝へ ていと 大事と 思 ひたりし に 果敢なき 事に て 

うしな つみ え このい け 

失 ひつる 罪 得が ましき 事と おも ふ、 此池 かへ させて 

ま あけ 

な ど 言 へど も 未だ さながらに てなん、 明 ぬれば 月 は 空 

に 還りて 名残 もと、 V めぬ を、 硯 はいか さまに 成ぬ らん、 

よ まち あはれ 

夜な く 影 や 待と るらん と憐 なり。 嬉しき は 月の 夜 

まらう ど うと こ 、 ろ やす と 

の 客人、 つね は 疎々 しくな ど ある 人の 心安げ に訪ひ 

ょリ うれ をん なと も 

寄た る、 男 にても 嬉しき を、 まして 女 の 友に さる 人 あ 

らば 她何 ばか リ嬉 しからん、 みづ から ^3 るに 難からば 

文 にても おこせ かし、 歌よ みが ましき は 憎き もの なれ 

よ ひとこと なリ 

どか ゝる 夜の 一 言に は 身にしみて 思 ふ 友と も 成ぬべし。 

ぉほぢ っぢ うら ふえ 

大路 ゆく 辻占う リ のこ ゑ、 汽車の 笛の 遠く ひ y きたる 



なに たまし ひ こ V 'ち 

も、 问と はなしに 魂 あくが る 、心地す- 
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